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犯罪被害に遭うということは、とてもつらく悲しいことです。 

 犯罪による被害が本当にあったことなのか信じられなくなったり、どうすればよいのか分から

なくなったりするなど、悩んだり、不安に思ったりすることがあります。 

  兵庫県警察では、被害に遭われた方からの相談受理、臨床心理士によるカウンセリング等の精

神的な支援、警察に提出する診断書料の補助等の経済的な支援などを通じて、犯罪被害者等の支

援に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

犯罪被害者等支援活動の周知と参加の促進 

及び犯罪被害給付制度の周知徹底 

～犯罪被害相談窓口のご利用を～ 

精神的・経済的支援 

★ 精神的な支援 

  臨床心理士資格を有する被害者支援カウンセラーや委嘱相談員によるカウンセリ

ングなどを実施しています。 

★  経済的な支援 

   犯罪被害者等の経済的な負担の軽減を図るため、犯罪被害者等給付金の支給や警察

に提出する診断書料等を補助するなどの経済的な支援をしています。 

★  その他の支援 

  犯罪被害者等のニーズに応じて、行政機関や医師、犯罪被害者等早期援助団体「ひ

ょうご被害者支援センター」等と連携した支援活動を行っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

犯罪被害相談窓口 

兵庫県警察被害者支援室（通称：サポートセンター） 

  ＴＥＬ ０１２０－３３８－２７４ 

  土、日、祝日、12/29～1/3を除く 午前９時から午後５時 45分 

 

兵庫県公安委員会指定 犯罪被害者等早期援助団体 

公益社団法人 ひょうご被害者支援センター 

  ＴＥＬ (０７８)３６７－７８３３ 

  電話相談～火・水・金・土(祝日、8/12～8/16、12/28～1/4を除く) 

       午前 10時から午後４時 

  面接相談～法律・心理 ※要予約（随時、日時は要相談） 

 



 

 

 

 

犯罪被害給付制度とは、殺人などの身体を害する故意の犯罪行為により不慮の死を遂げた犯

罪被害者のご遺族、重傷病又は障害という重大な被害を受けた犯罪被害者に対して、社会の連

帯 共 助 の 精 神 に 基 づ き 、 国 が 給 付 金 を 支 給 し 、 そ の 精 神 的 ・

経済的打撃の緩和を図り､再び平穏な生活を営むことができるよう支援するものです。 

給付金の支給については、法令により支給を受けることができるご遺族の順位や範囲、障害

の程度、申請の期限、給付金の額などが細かく定められています。 

また、労災保険や自賠責保険などの他の法令による公的補償を受けた場合や損害賠償を受け

た場合は、その額が給付金の額から調整されます。 

 

 

犯罪被害給付制度 

犯罪被害者等給付金の概要 

被害者が 

重症病を負った場合 

被害者に 

障害が残った場合 

～重症病給付金～ 

・ 重症病（加療１ヶ月以上かつ３

日以上の入院）を負った場合 

 

・ 精神疾患の場合は、加療１ヶ月

以上かつ３日以上労務に服する

ことができない程度の場合 

～障害給付金～ 

身体上の障害（１級から

14級）が残った場合 

被害者が 

死亡した場合 

～遺族給付金～ 

被害者が死亡前に療

養を要した場合、被害

者負担額も支給 

遺 族 被 害 者 本 人 



 

 

 

 

令和２年４月１日より、ふるさとひょうご寄附金（ふるさと納税）を活用した「犯罪被害者

支援プロジェクト」を運用しています。 

「犯罪被害者支援プロジェクト」は、ふるさとひょうご寄附金を活用して、犯罪被害者等に

対して、公益社団法人ひょうご被害者支援センター犯罪被害相談員が行う面接相談に要する費

用を支援する取組です。 

 

犯罪被害によって経験したことのない困難に直面した犯

罪被害者やその家族又は遺族の皆さんが平穏な生活を取り

戻すためには、きめ細かく、寄り添った支援が必要です。  

公益社団法人ひょうご被害者支援センターでは、このよ

うな方々に対して、電話や面接による相談活動や、裁判所

への付添い等の直接的支援活動等を通じて、再び平穏な生

活を営むことができるよう支援を行うとともに、弁護士や

臨床心理士等による法律相談や心理相談にも対応するな

ど、各種支援に取り組んでいます。 

その中で、犯罪被害相談員が犯罪被害者等と行う面接相

談は、多くの疑問や不安を抱える犯罪被害者等に安心を与

えるとともに、犯罪被害者等のニーズを把握するために非

常に重要であり、面接相談の費用を支えることにより、ニ

ーズに応じた適切な犯罪被害者支援を安定的かつ継続的に進めることができます。 

詳しくは、兵庫県警察のホームページをご覧いただくか、兵庫県警察被害者支援室へお問い

合わせください。 

多くの皆様からのご寄附をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県警察被害者支援室 

フリーダイヤル ０１２０－３３８－２７４ 

お問合せ 

～ とどけよう 

  やさしいこころ 

     おもいやり ～ 

～ 小さな勇気 

  きっとだれかの 

     大きな支え ～ 

犯罪被害者支援プロジェクト 


